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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は底曳網のす り綱の操網中における力学的挙動についての研究結果の論述で, 緒論および本文 6

章に分けて記述されている｡

第 1 章は緒論である｡

第2 章では基礎的研究が述べられている｡ まず水平な砂面上を運動する剛体の抵抗を実験的に求めた｡

その結果, 一般の剛体間に働く摩擦抵抗の法則 がな り立たないこと, また 6cm /sec 以下の 低速領域では

抵抗は運動速度にほとんど無関係であって動摩擦と静止摩擦とはほぼ等しいことなどを確かめている｡ ま

た円柱形の物体が運動方向にある角度を保って進む場合には, 円柱の軸方向およびそれと垂直方向に働く

二つの抵抗成分の値およびそれ らの比K の値は角度にはよらず, 物体と砂面との性質によって決まる定数

とみなしてよいことを明らかにした｡

第 3 章では, 前章で得た結果が曲が りやすい摘採についても成 り立つものと仮定して, 綱が砂面上を運

動する一般の場合の運動方程式を求め, これを解いた結果と実験結果とを比較し著者の仮定がよく成 り立

ち, K の値は0 .85であることを知った｡ さらに著者はこの方法による計算がやや複雑なので, 綱の形状を

二つの円弧で近似する便法を考案し, 変形の過程を作図によって簡単に求められること, および得 られた

結果は実用上十分の精度であることを示した｡ また綱に働く流体抵抗は摩擦抵抗に比べて無視し得ること

を明らかにした｡

第 4 章では前章で得 られた理論を応用して二披曳および一般曳機船底曳網のす り綱の運動を 論 じて い

る｡ 曳網開始によってまずす り綱の形状に変化が起 り, この変形が身網の翼端に達し, さらに曳航を続け

ることによって身網は静止のままで翼端の角度が変化し, ついに網全体が動き出して, す り綱の形状が定

常状態になるまでの全過程について理論と模型実験の結果とを比較して理論の正しいことを確めた｡ また

この場合についても前記の作図による近似法が利用でき, 実用上十分な精度を得ることを示した｡

一腹曳機船底曳網のす り綱の運動では, す り綱の端に働く力の方向が常に変化し, また網全体が動き出
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した後でも網の翼端およびす り綱の形状が非定常的に変化するので取 り扱いは複雑になる｡ まず比較的簡

単なす り綱だけの挙動を取 り上げ, す り綱および曳綱が三角形, または四辺形をなすように置かれた二つ

の場合につき, 綱全体が動き出した後では曳綱に達らなるす り綱の一部が直線状になると仮定して運動方

程式を解き, その結果が実験結果とかなりよく一致することを示した｡ 身網の抵抗を考慮した場合につい

ても, 同様な仮定のもとにす り綱の挙動を理論的に扱い, 実験結果との一致を確かめた｡

第 5 章では, す り綱につけ られたす り石が曳航中のす り綱の形状におよばす影響について論じている｡

重い物体をつけたす り綱を砂面上に置いて, これを曳航すると物体の摩擦抵抗のためす り綱はその部分で

折れ曲が り, 不連続な曲線となるが, 十分良く曳航した後では綱に働く張力が物体の抵抗に比べて大きく

なるため, 綱は滑らかな曲線をえがくようになる｡ これらの過程に現われるす り綱の挙動は第 3 葦の理論

を拡張して求めることができ, 理論値と実験値とを比較して両者がかなりよく一致することを認めた｡

第 6 章では二被曳機船底曳網のす り綱の理論を海上実験によって検証している｡ 実物の 1/3 程度の大型

模型綱と直径 2cm のマニラロープとを用い, 海上で実測を行なった｡ その結果, 著者の理論がほぼ成 り立

つことを示し, K の値は 0 .70となることを知った｡

第 7 章では, 実際の底曳綱の曳網速度の領域でのす り綱および網口の形状を推測する方法について述べ

ている｡ 底曳網の曳網中の形状と網内部の張力分布を計算する解析的な方法およびこの研究による理論を

用いて,数値計算を行なえば,操業中の漁具の形状が予測できることを示し, 代表的な型の二被曳機船底曳

網について, 曳船間隔や曳航速度によって網口付近の形状が どのように変わるかを計算によって求めた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

底綱網の運動や形状は, 身網の設計とこれに作用する外力とによって決まるものであ り, この力は曳綱

を通して曳船か ら伝達されるものである｡ したがって曳胸中の曳綱の形状は操綱上きわめて重要であるに

もかかわ らず, す り綱の部分についてはほとんど研究が行なわれておらず, 従来の多くの研究では, す り

綱の部分を全く無視するかまたは 普通の流体抵抗と同一の抵抗法測に したが うものとして取 り扱われて

きた｡

著者はこの点に注目し, す り綱が砂面上を運動する場合の抵抗法測を実験的に求め, これを基礎として

運動方程式を作 り, 重要漁具である, 二被曳および一腹曳機船底曳網についての応用を示し, 理論と実測

がよく一致することを室内実験により確かめた｡ さらに以上の計算を簡単にするために, 作図による近似

法とを考案し, 実用上十分の精度を得ることを明らかにした｡

つぎに, 大型模型を用いて, 海上実験を行ない, 著者の理論が実際に成 り立つことを立証し, す り綱の

運動に関する理論を一応確立することができた｡

最後にこの理論を用いて, 底曳網に加わる外力をベクトル的に求め, 身網の綱口の形状を計算する方法

を示した｡

以上のように本論文は漁具学および漁法学上貢献するところが大きく, 農学博士の学位論文として価値

あるものと認める｡
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